































































史』巻 46 順帝本紀 9 至元 23 年（1363）8 月丁酉朔条）
















勾倭為寇。（『明史』巻 91 兵 3 海防条）























































































いるが，倭寇は 1 か所にとどまったのでなく転々と移動を伴っていたとみられる 33）。前章で
は中国海域に侵攻した倭寇に言及したが，次の史料など 34）によると，
　史料 5
　 倭船一百三十艘，寇紫燕・三木二島，焚廬舍殆盡。（『高麗史』巻 37 忠定王 3 年（1351）
秋 8 月丙戌条）
　 倭焚喬桐・甲山倉，前代言崔源與戰，獲賊船二艘。（『高麗史』巻 38 恭愍王元年（1352）3
月庚申条）
　倭焚喬桐，京城戒嚴，（『高麗史』巻 39 恭愍王 6 年（1357）5 月戊子条）
倭寇は庚寅年翌年の 1351 年から連続的に，海路では中国への通過地点であるが対馬など九州







　① 八月，遣海道元帥羅世・沈德符・崔茂宣，以戰艦百艘，追捕倭賊。（『高麗史』巻 134 列





要』巻 31禑王 6 年 8 月条）
東アジア海域と倭寇 129
　③ 倭賊五百艘，入鎭浦口，以巨絙相維，分兵守之，遂登岸，散入州郡焚掠 . 羅世・沈德符
等，至鎭浦，用火炮，焚其船，賊守船者，燒溺殆盡。賊窮怒益盛，盡殺所俘子女山積，
所過波血 . 唯三百三十餘人自拔而來，守船賊脫死者，趣沃州，與登岸賊合，焚利山・永








































　 巨濟・南海縣投化倭，叛歸其國。 （『高麗史』巻 41 恭愍王 18 年（1369）7 月辛丑条）
　 倭掠寧州・溫水・禮山・沔州漕船，初倭人願居巨濟，永結和親，國家信而許之，至是入



























　 倭入昇天府興天寺，取忠宣王及韓國公主眞而去。（『高麗史』巻 39 恭愍王 6 年（1357）9
月戊戌条）

















方を平定したわずか 2 カ月後の 1368 年 2 月に起きた蘭秀山の乱は，高麗と舟山群島の関係を







































人，航海而來居于古阜。（『高麗史節要』巻 29 恭愍王 19 年（1370）6 月条）

















































































































三国時代であった。ここでは，寛平 6 年（894）9 月に対馬を襲った事件を中心に 9 世紀末に
みられる新羅海賊の日本襲撃をいくつか取り上げることで，倭寇との比較史的な考察をすすめ
たい。














但遺賊中，有最敏將軍三人，就中有大唐一人⑹。已上日記。 （『扶桑略記』第 22 寛平 6 年






のを含めると大小の船が 100 艘あり，乗員は 2500 人いるという。実際に対馬を襲撃したのは
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23） 『高麗史』巻 41 恭愍王 16 年（1367）5 月乙巳条。
24） 『明太祖実録』洪武 2 年（1369）10 月壬戌朔条・『高麗史』巻 42 恭愍王 19 年（1370）5 月甲寅条。
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を造ったものの，器械・火薬・硫黄・焰焇などが不足し利用できなかったため明に請願したとする。












平記』巻 39「高麗人来朝事」）や注 30 の史料から，概ね日本の南北朝内乱期の九州地方の混乱を挙
げている。
32） 森茂暁前掲著書。
33） 李領前掲論文 1999 Ｂ。
34） この史料以外には，『高麗史』巻 39 恭愍王 6 年（1357）閏 9 月乙丑条・同 7 年 5 月辛亥条・同 9 年閏
5 月丙辰条・同 12 年 4 月己未条・同 14 年 3 月庚申条・『高麗史節要』巻 30 辛禑王 2 年（1376）7 月
条などを参照。
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居王國，將見染惑善良，爲患匪輕 . 忽然復歸其穴，則往來旣無少阻。 請將賊徒解來，明正其罪，庶












56） 842 年の閻丈上筑前国牒状・885 年の徐善行の新羅国執事省牒・870 年の新羅国牒などは，新羅の公
的権力と関わる地方勢力が牒状を作成し日本側と接触を試みた例である。
57） 『新増東国輿地勝覧』巻 35 羅州牧・題詠条。
58） 『明太祖実録』巻 75 洪武 5 年（1372）5 月庚子条。
59） 『高麗史』巻 42 恭愍王 19 年（1370）5 月甲寅条。
60） 高麗の空島化政策については，村井章介前掲論文 1997 を参照。






64）  『高麗史』巻 134 辛禑王 8 年（1382）4 月条・同巻 135 辛禑王 9 年 6 月条・同巻 118 趙浚伝。
65）  『日本紀略』寛平 6 年（894）9 月 19 日戊寅条にも，『扶桑略記』のような詳細な内容ではないが対馬

























74） 上の史料 15 と同じ寛平期の新羅海賊の動向としては，寛平 5 年（893）5 月に肥前国の松浦郡を襲い
（『日本紀略』寛平 5 年 5 月 22 日庚申条），さらに肥後国の飽田郡に移動しその地の人宅を焼いている
（同年閏 5 月 3 日庚午条）。また，その翌年の寛平 6 年（894）3 月 13 日頃には辺島を襲撃しており（寛

















Coastal Water and Waegu in East Asia
――Comparative Historical Study between Silla Pirate in the end of 9th century――
Koichi KONDO
Abstract
Waegu which attacked Korean Peninsula from the middle of the 14th century to the 15th 
century was Samurai Group in the Middle Ages of the Kyushu Region of Japan. However, 
their action was being linked with the trend of Coastal Water in East Asia.  Sea Power was 
prosperous in Coastal Water in the Late Koryo and the Late Yuan and Early Ming, and 
especially the Group participated in the Revolt of Ransyu Island had a close relationship with 
public power in Koryo and Waegu. 
The activity of Waegu was performed under such a situation. Although Waegu’s action 
spanned over the region of East Asia, since it was not in the free position beyond a state but 
marginal man as emphasized by the existing research, its contact was positively tried to 
Public power in the area it worked in order to conquer its own instability. This movement 
resembles the action of Silla Pirate in the 9th century.
Keywords:  Waegu, Coastal Water in East Asia, Koryo, Samurai Group, Silla Pirate
